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研 究 分 野 救急医学，集中治療医学

研究キーワード 敗血症，心肺蘇生，臓器不全，血液浄化法，体外式膜型人工肺 (ECMO)，人工肝補助療法

研 究 内 容 1)  【敗血症の病態と治療】敗血症の重症化における各種サイトカイン動態の関与，サイトカイン関連
遺伝子多型の転帰への影響，血中サイトカイン吸着除去の臨床効果に関する研究を行っている．

2)  【心肺蘇生と蘇生後治療】心拍再開後の蘇生後脳症の転帰を予測するバイオマーカーに関す
る研究，低体温療法による心停止後症候群の制御に関する研究，体外循環を用いた心肺蘇生
（Extracorporeal cardiopulmonary resuscitation: ECPR）に関する臨床研究，院内急変対応 
(Rapid Response System)活動データを用いた臨床研究を行い，研究代表者として科学研究費を
取得してECPRの研究を進めている．

3)  【ECMO (Extracorporeal membrane oxygenation, 体外式膜型人工肺)】新型コロナウイ
ルスパンデミック以前から基礎実験･臨床研究を行い，ECPRに関する臨床研究，ECMO回路構成
に関する基礎実験，ECMOチーム活動の臨床効果について報告している．また日本ECMOnetの立
ち上げに参加し，COVID-19に対するECMO治療や日本ECMOnetの活動に関して報告している．

4)  【急性肝不全に対する人工肝補助療法】血液浄化法を用いた人工肝補助療法によって肝性昏睡から
の意識覚醒が得られることを報告し，現在，厚生労働科研「難治性の肝・胆道疾患に関する調査
研究班（劇症肝炎分科会）」にて更に研究を進めている．

5)  【病院前救急医療】日本医療研究開発機構（AMED）研究課題「救急の現場にて傷病者が早く正し
い医療を受療できる技術開発プロジェクト」「救急医療予測アルゴリズム研究開発」に研究開発担
当者として参加，新たな救急システム開発を進めている．
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